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農
業
委
員
会
へ
お
尋
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五
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~
0
一
人
当
り
軽
所
得
者
の
税
の
軽
減
~

~
を
図
っ
た
。
~
刀
オ
に
な
っ
た
ら

三、

の
復
活
共
に
消
二
本
会
議
終
了
後
議
員
協
議
会
を
開
い
て
、
[
'

に
つ
い
て
蔀
落
の
組
織
と
運
営
に
関
す
る
審
議
会
~
芸
千
令
垣

g
祉
年
金
の

理

し

、

町

長

に

送

付

す

；

の

設

置

規

則

を

設

け

、

消

防

施

設

整

備

，

ぃ

，

の
で
す
。
〗
四
、

る
こ
と
に
決
す
る
。
〗
事
業
の
受
益
者
負
担
率
の
引
下
げ
を
決
~
国
民
年
金
の
福
祉
年
金
を
ご
存
知
で
~
た
の
が
老
令
福
祉

~
現
在
、
愛
媛
県
で
は
、
約
六
万
六
〇
~

ヽ

』

定

（

五

割

を

三

割

と

す

る

）

ニ

す

か

。

二
、
教
育
委
員
の
選
任
に
つ
し
て

~
保
険
料
を
納
め
る
方
の
国
民
年
金
に
~
0
0人
が
受
け
て
い
ま
す
。

i

0

任
期
満
了
に
よ
る
椎
野
筆
清
氏
の
~

~
さ
き
が
け
て
、
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
，
福
祉
年
金
は
、
全
額
国
の
予
算
に
よ
二
談

再
選
に
同
意
決
定

瓜
ら
七

0
オ
以
上
の
お
年
寄
り
や
、
身
・
っ
て
支
払
れ
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
の
｛
躍
忠
湖
院
吃
00斬
閻
翻
面
叡
7
が
聞
知
忍
鴨
叩

i-

―
―
-
、
肱
川
町
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
条
例
の
~
~
贔
障
害
者
、
あ
る
い
は
母
子
家
庭
の
人

i
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
お
も
な

~
i

一
ー
ニ
五
オ
未
満

一
部
改
正

0
消
防
業
務
に
従
事
中
殉
職
し
た
者
[
に
ヽ
年
金
が
で
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
:
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す

o
[
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三
分
団
入
嘗
〖
三
五
才
上
―
斉
iオ
未
満

~
こ
の
中
で
、
直
接
お
年
寄
り
の
か
た

~
L

一
定
額
以
上
の
年
金
や
恩
給
を
受
[
三
五
才
!
五

O
オ
未
満

9
9

に
対
す
る
賞
じ
ゅ
つ
金
は
「
百
万
~

＼

V

応
た
に
関
係
の
あ
る
老
令
福
祉
年
金
に
け
て
い
る
人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
0

:

五

0
オ
以
上

~
2
本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
{
愛
媛
県
悶
喜
胃
互
塁
~

、

、

：
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し

ま
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□動

は
団
の
ニ
チ
ー
ム
が
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加
し
、
可
峰
翫
四
力
~
河

X
r
l会
~
と
い
う
期
間
が
必
要
な
の
で
、
一
定
[

・
議
年
令
以
上
の
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。
~
丁
ポ
ン
プ
の
部
で
、
第
三
分
団
が
ニ
一
位
に
置
3
生

~
井

郡

会

協

ぃ

い
そ
こ
で
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す
で
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七

0
オ
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上
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な
~
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入
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ま
し
た
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農

．
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区
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険
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第
五
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賞
こ
そ
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ま
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心
~

園

~
の
国
民
年
金
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で
き
な
か
っ
た
人
~
i

で
し
た
が
、
て
き
ぱ
き
と
し
た
動
作
は
、
~

羞
七
〇
オ
に
な
っ
た
と
き
に
も
年
金
を
~
~
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
~
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支
給
し
よ
う
こ
る
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検
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一
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五
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1
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記

o
:
外
地
（
本
部
以
外
の
地
城
）
に
終
戦

〖
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
）
ま
で
、
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 引
続
き
一
年
以
上
生
活
の
本
拠
を
有
し
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~
て
い
た
者
で
、
終
戦
に
伴
っ
て
発
生
し

た
事
態
に
基
づ
く
外
国
官
憲
の
命
令
へ

至
活
手
段
の
喪
失
等
の
や
む
を
得
な
い

蓮
由
に
よ
り
同
日
以
俊
本
部
に
引
揚
げ

た
も
の
に
は
特
別
交
付
金
が
支
給
さ
れ

玉す。
~
支
給
額
は
左
記
の
通
り
終
戦
時
の
年

齢
に
よ
り
区
別
さ
れ
ま
す
。

~
但
し
死
亡
者
の
場
合
は
七
割

~
請
求
書
は
町
役
場
に
て
受
付
け
て
い

玉
す
。
請
求
期
限
は
引
揚
げ
た
日
よ
り
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揚
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請
求
れ
る
方
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み
ん
な
で

全

国

動

は

、

る

交

．

が

事
故
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、
毎

i

う。

春
、
秋
の
二
回
行
な
わ
れ
ま
す
。
~

本
年
も
十
月
二
十
二
日
か
ら
三
十
一

i

日
ま
で
の
十
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
~

全

運

動

を

実

施

し

ま

す

。

[

交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
愛
緩

i

県
本
部
で
は
、
人
命
を
尊
重
し
、
交
通
~

事
故
に
よ
る
死
者
を
な
く
す
る
た
め
、
[
{
「
年
発
生
し
た
一
の
交
通
事
故

①
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
徹
底
~
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
二
十
四
名
（
八

切

―

―

ー

な

い

運

動

の

徹

底

；

n
十
四
日
現
在
）
の
死
者
を
出
し
て
お

約
歩
行
者
の
手
あ
げ
運
動
と
運
転
；
リ
ま
す
。

者
の
横
断
歩
道
前
の
一
時
停
止
励

i

こ
の
う
ち
二
十
二
名
が
頭
部
の
負
傷

行

ご

か

原

因

で

あ

り

、

ヘ

ル

メ

ッ

ト

を

か

ぶ

い
自
動
車
使
用
者
の
安
全
管
理
一
っ
て
い
な
か
っ
た
人
は
、
か
ぶ
っ
て
い

の
四
点
を
重
点
目
棟
に
し
て
い
ま
す
。
：
た
二
名
の
十
倍
に
あ
た
る
二
十
名
の
死

こ
の
運
動
を
通
じ
て
、
安
全
運
転
管
」
者
を
出
し
て
お
り
、
高
い
死
亡
率
と
な

理
者
や
連
転
者
は
も
ち
る
ん
歩
行
者
の
~
っ
て
い
ま
す
。
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方
も
、
交
通
事
故
の
恐
る
し
さ
を
身
近
~
頭
部
負
傷
の
恐
ろ
し
さ
は
、
死
亡
率

な
問
題
と
し
て
真
剣
に
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え
て
、
交
通
；
の
高
い
こ
と
だ
け
で
な
く
、
後
遺
症
が

事
故
を
起
こ
さ
な
い
正
し
い
運
転
、
交
-
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
0

.

通
事
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わ
な
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ー
秋
の

ヘ
ル
メ
ッ
．
ト

全
運
動
ー

で

は

、

．

十

月

一

日

か

ら

町

村

公

庫

、

ど

の

政

-

―
ヵ
月
間
、
総
理
府
大
蔵
二
附
関
係
機
関
等
に
貸
し
出
さ
れ
、
国
民
i

な
ど
各
省
庁
、
国
鉄
、
電
こ
牛
活
の
向
上
に
関
係
の
深
い
住
宅
の
建
~

金
融
公
庫
、
農
林
漁
業
~
設
、
生
活
環
境
施
設
の
整
備
、
＂
農
林
漁
[

入
等
関
係
方
面
二
業
や
中
小
企
業
の
近
代
化
、
文
教
施
設
~

よ
い
郷
土
戸
の
拡
充
、
輸
出
の
振
興
、
道
路
、
港
湾
、
[

動
」
を
実
施
~
鉄
道
、
電
信
電
話
等
社
会
資
本
の
充
実i

~
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い
たi

金
の
奨
励
を
ご
た
き
f

郵
便
貯
金
に
さ
ら
に
い
っ
そ
う

i

る
い
豊
か
な
~
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
よ
う
と
す
る
も
~

す
る
と
と
も
~
の
で
す
。

お
金
が
、
国

i

郵
便
貯
金
は
、
い
ま
や
国
の
財
政
投

i

；
融
資
計
画
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
合
~

丁
た
い
へ
ん
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
~
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郵
便
局
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よ
い
郷
土
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ー 1.. 校 食

1水焼きそば

2 木炒り

6 月昧噌汁
/ 

7 火マカロニかき揚げ

8 水焼きピーフン

9 木築 前煮

金 お浸し

13 月サ・ラダ

14 火瀬戸揚げ汁

15 水卵ろどん ～ 

16 木親子もどき

17 金ゼンザイ リンゴ．

20 月カレ:...シチュー

21 火磯辺揚げ

22 水焼きそば

24 笠さつまいもの煮付

27 I月 サラダ

28 1火

291水1ちゃんぽん
30 木鯨肉の味噌煮
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人参キャペッいか

ピース人参さつまおプネギ

ジャガイモワカメ人参フネギキャペッ

マカロニ玉ネギ人参ちくわピース
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ル
ー
ル
を
正
し
く
守
り
ま
し
ょ
~

を
守
る

松箱材

2.lm 

末口14頃上

27円～31円

肱川町教育委貝会

1,06 2 2 39 : 28.9i 38.7 

870 I 24.5: 29.5: 38.9 
876 I 29.3 j 36.4; 47.1 

8 8 o I 2 2.5 : 2 6.1 : 3 5.4 

9 3 5 2 1.5 ! 2 6.9 : 3 6.0 

1 9 6 I 2 1.1 : 2 6.5 ; 3 5.8 

7 54 2 1.8 l 2 72i 3 65 

9 3 9 22.3i 2 16i 37.o 

8 76 2 9.3: 36.4: 47.1 

s s 1 I 2 2.3 : 2 6.6 l 3 5.3 

86 9 I 23.0 ! 27.9 j 37.1 
1.094 I 2 3.1j28.5¥37.8 

8 5 5 229 ! 2&2 { 38.o 

8 9 7 2 36 i 2 5.9 i 3 6.9 

1.06 21 23.7 I 28.9 i a a.7 

7 5 2 I 2 2.4_ : 2 3.5 : 3 2.0 

8 84 20.7i 2 45i 39.3 

777 I 23.1 ¥ 28.5 ! 37.8 

1,04012 3.4 l 28.9 I 38.7 

8 7 8 2 9.6 : 3 39 : 4 2.4 

乾しいたけ 表

県森連椎茸共販売所に於け

る相場

l．入札の月日

2，価格

高値

842.10.11 

4.280円（秋）

II II（春）

天白冬礎 2島7809/

中値香信 2ふ40円

91 2.100 99 （春）

安値鑓 1.680円

” 
” 

” 
冬礎；

3，概要
今期の香信は厚物多く中

値は案外安値鼻しかしう

す物は4,000円を越す高

値であったo

次回市 10月26日ですo

5日前位に出荷して下さい）

い

ま

す

。

五

四

五

一

~
ち
な
み
に
の
の
増
エ
占
め
て
い

」
加
目
繰
額
は
五
六

0
0億
円
で
財
政
投

i

郵
便
貯
は
ほ
と
ん
ど
の
学
校
、
病

」
融
資
総
額
二
兆
三
八
八
四
億
円
の
一
1

三
二
院
が
、
ま
た
道
路
や
住
宅
も
、
あ
る
い

[
。
四
％
と
、
ほ
ぽ
四
分
の
一
を
占
め
て
~
は
や
が
て
建
設
さ
れ
る
瀬
戸
内
海
の
大

い

ま

す

。

冨

に

も

、

日

本

の

隅

々

ま

で

住

み

よ

い

~
ま
た
、
資
金
運
用
部
資
金
総
額
は
本
ら
郷
土
を
つ
く
る
た
め
に
大
き
な
働
き
を

工
年
六
月
末
現
在
で
、
六
兆
五
一
六
億
：
し
て
い
ま
す
。

五
円
に
達
し
、
そ
の
う
は
三
~

で
全
体
の
五
三
％
を


